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はじめに                   

 

本市の農業は、筑後川やその水系に潤された肥沃な南西部の水田地帯と、自然豊か

な古処・馬見山系が広がる北東部山麓の下で“米・麦・大豆”、山間部を主とした“果

樹”、また、市の全域においての“野菜”や“畜産物”など、多彩な農産物を生産し、

県内有数の産地を形成してきました。 

また、農業・農村は、私たちの生活に欠くことのできない食料を生産するだけでな

く、美しい自然環境の形成や水源のかん養など計り知れない恵みをもたらしています。 

 

近年は、TPP11 等の農産物の貿易自由化や食生活の多様化により、農産物価格が低

迷するなど農業は依然として厳しい状況にあり、その影響もあり農業者の高齢化や担

い手の減少、さらには遊休農地の発生等多くの課題があります。 

 また、農業・農村を取り巻く自然環境は、世界規模の地球温暖化をはじめ、台風災

害、豪雨災害などにより被害を受ける頻度が増加傾向にあります。 

 特に本市では平成 29 年 7 月九州北部豪雨により、農業・農地を含む甚大な被害を

受け、現在復興の途にあります。 

さらに、新型コロナウイルス感染症など新たな脅威は世界の経済活動へ多大な影響

を与え、持続可能な社会の実現は取り組むべき大きなテーマとなっています。 

 

このように自然・社会環境が変化する中、平成 22年 12月に制定した「朝倉市夢と

緑を育む食料・農業・農村基本条例」の基本理念に基づき、本市の農業及び農村を市

民の貴重な財産として育み、次代に引き継ぐため、「水ひかり 復興する 新たな 朝

倉の農」をテーマに「第２次朝倉市食料・農業・農村基本計画」を策定し、その実現

を目指します。 

今後は、農業者及び農業団体や市のみならず、市民の皆様をはじめ食品産業の事業

者の方々のご理解とご協力をいただきながら、本計画に基づく施策、事業の推進を図

ります。 

 

最後に、本計画を策定するにあたり、ご審議いただきました「朝倉市農林行政審議

会」の委員の皆様をはじめ、アンケートやパブリックコメントにご協力いただきまし

た多くの皆様並びに関係各位に対しまして、心から感謝申し上げます。 

 

 

令和３年３月 

 

                   朝倉市長  林 裕二 
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